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１１月１８日d １１月１９日e

佐江公民館 
土師公民館 
小宅南幼稚園 
揖保幼稚園南駐車場 
西はりまリハビリセンター 
みどり野荒神社前 

誉田保育所 
東觜崎公民館 
中井奥垣内元集会所 
田中構造改善センター 
西鳥井住宅前 
養護老人ホームたつの荘 

月日・曜日 時間 

火災 22件 
救急 2,136件 
救助 24件 

（10月20日現在） 

消防最前線 消防最前線 消防最前線 

444444

住宅火災から、大切な命・家族を守るために！ 
　
冬
は
、
火
災
の
多
い
季
節
で
す
。

　
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ

い
て 

　
全
国
の
住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ

た
方
の
う
ち
、
約
６
割
が
逃
げ
遅

れ
で
す
。 

　「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
寝
て
い
る
時
に
も

火
災
に
早
く
気
づ
き
、
命
を
守
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
た
つ
の
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

平
成
１８
年
６
月
か
ら
新
築
の
住
宅

に
つ
い
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
既
存
の
住
宅
は
、

平
成
２３
年
６
月
か

ら
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。 

　
あ
な
た
の
大
切

な
命
・
家
族
を
守

る
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。 

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

（
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
） 

３
つ
の
習
慣 

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。 

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。 

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。 

４
つ
の
対
策 

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。 

●
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。 

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

す
る
。 

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。 

　
簡
単
だ
け
ど
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
す
！ 

　
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
、
火

災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！ 
         

消
火
器
っ
て
ど
の
く
ら
い
使
え
る
の
？ 

　
消
火
器
本
体
の
交
換
の
目
安
は
、

お
お
む
ね
５
〜
８
年
で
す
。 

　
消
火
器
の
保
管
場
所
な
ど
の
条

件
に
よ
り
異
な
り
ま
の
で
、
製
造

メ
ー
カ
ー
や
購
入
店
な
ど
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

※
容
器
が
サ
ビ
て
い
た
り
、
キ
ズ
、

ま
た
は
変
形
し
て
い
る
消
火
器
は
、

い
ざ
火
事
だ
！
と
い
う
時
、
消
火

薬
剤
が
出
な
か
っ
た
り
、
ま
た
、

破
裂
す
る
恐
れ
も
あ
る
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

廃
棄
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
に

ご
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
消
火
器
は
一
般
の
家
庭
ご
み
に

は
出
せ
ま
せ
ん
。
　 

●
消
防
本
部
・
消
防
署
・
所
で
は
、

回
収
し
て
い
ま
せ
ん
。 

●
廃
棄
す
る
に
は
、
一
般
的
に
有

料
と
な
り
ま
す
。
　 

　
製
造
メ
ー
カ
ー
や
購
入
店
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
・
消
火
器

に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
消
防
本
部
予
防
課
、

ま
た
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
・
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

消
防
本
部
予
防
課 

　
1
６４
・
３
１
７
５ 

た
つ
の
消
防
署 

　
1
６４
・
３
２
１
２ 

　
新
宮
分
署 

　
1
７５
・
１
１
１
９ 

　
揖
保
川
出
張
所 

　
1
７２
・
２
９
０
０ 

　
御
津
出
張
所 

　
1
３
２
２
・
３
６
１
８ 

防
火
図
画
入
選
者
発
表
！ 

　
火
災
予
防
啓
発
活
動
の
一
つ
と

し
て
各
小
学
校
か
ら
防
火
図
画
を

募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
総
数
８

１
３
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
） 

　
　
　
　
　
　 

最
優
秀
賞
（
各
学
年
１
点
） 

・
淺
井
　
良
彌
（
神
部
小
１
年
） 

・
井
上
　
久
　
（
神
部
小
２
年
） 

・
内
海
　
有
規
（
小
宅
小
３
年
） 

・
春
尾
　
大
地
（
西
栗
栖
小
４
年
） 

・
佐
藤
　
澄
華
（
神
部
小
５
年
） 

・
長
谷
川
　
愛
（
新
宮
小
６
年
） 

　
こ
の
他
、
優
秀
賞
に
１２
人
、
努

力
賞
に
６０
人
の
皆
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。 

展
示
に
つ
い
て 

　
入
選
作
品
は
、
１１
月
９
日
b
か

ら
１１
月
１５
日
a
ま
で
赤
と
ん
ぼ
広

場
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
龍

野
町
堂
本
）
に
て
展
示
を
行
い
ま
す
。 

よくあるご質問に、 
お答えします 

火事だ
～！ 

火事だ
～！ 
逃げろ～！ 逃げろ～！ 
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揖
保
川
文
化
協
会
と
御
津
文
化

協
会
で
は
、
秋
の
発
表
会
を
開
催
し
、

会
員
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。 

  

◎
揖
保
川
文
化
祭 

●
と
き
　
１１
月
２２
日
a
１３
時
〜 

●
と
こ
ろ
　
た
つ
の
市
総
合
文
化

会
館
ア
ク
ア
ホ
ー
ル 

芸
能
発
表
会
の
ほ
か
茶
席
（
有
料
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

         

◎
御
津
文
化
協
会
芸
能
発
表
会 

●
と
き
　
１１
月
２９
日
a
１０
時
〜 

●
と
こ
ろ
　
た
つ
の
市
御
津
文
化

セ
ン
タ
ー 

芸
能
披
露
の
ほ
か
、
模
擬
店
、
抽

せ
ん
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 
▼
社
会
教
育
課（
1

７２
・
６
４
９
４
） 

揖
保
川
・
御
津
地
区
で 

芸
能
発
表
会
な
ど
開
催 

    

　
本
年
度
の
標
語
は
、
厚
生
労
働

省
の
公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
ま
し

た
『
守
ろ
う
よ
　
未
来
を
見
つ
め

る
　
小
さ
な
ひ
と
み
』
で
す
。 

　
急
増
す
る
児
童
虐
待
防
止
へ
の

取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど

も
の
見
守
り
や
援
助
が
必
要
で
す
。

子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
に
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

　
虐
待
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
本

庁
児
童
福
祉
課
い
じ
め
対
策
係
又
は
、

姫
路
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
児
童
福
祉
課
い
じ
め
対
策
係
（
1

６４
・
３
２
２
０
） 

▼
姫
路
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
1

０
７
９
・
２
９
７
・
１
２
６
１
） 

▼
児
童
虐
待
２４
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
1

０
７
９
・
２
９
４
・
９
１

１
９
） 

１１
月
は
児
童
虐
待 

防
止
推
進
月
間
で
す 

子育て学習センターだより 子育て学習センターだより 子育て学習センターだより 

　先ごろ行われた「子育てステップアップ講座・上級コース」
は、「人とのかかわり」というタイトルで人権についての学
習をしました。 
　人権というと難しいことのように思いますが、自分も含め
て人の「生命」を大切にし、その人の存在をありのまま受け
入れ肯定することが、その人の人権を守ることになります。 
　講座では、数人のグループに分かれ、各自が自分の思
いを述べ、それ以外の人はそれをひたすらうなずきながら
聴くという体験をしました。それによって話し手は自分が受
け入れられているという充足感を持ち、安心して話すこと
ができました。自分の話を受け止めてもらっていると感じる
うちに、参加者の表情が次第に優しく穏やかになっていく
様子が印象的でした。 
　毎日の生活で、子どもの話をただひたすら肯定しながら
聴くというのはなかなか難しいものです。 
　ついつい否定的な言葉をはさんだり、結論を先回りして
話してしまったりします。ここはひとつぐっと我慢して、１分
でも３０秒でも子どもの言い分を聴いてみませんか。子ども
の心の中に自分は受け入れてもらっているという安心感が
広がり、自分はもちろん、他人をも大切にすることを身につ
けていきます。 

ふるさとを歩こう47 

たつの文化財めぐり 
ふるさとを歩こう47 

たつの文化財めぐり 
ふるさとを歩こう47 

たつの文化財めぐり 

　みなさんもよくご存知の町並みが美しい龍野の城下町

に、国内でも最古級とされる土蔵があります。総塗り込め

の漆喰壁で３階建て、屋根は切妻造、本瓦葺のこの土蔵

の内部には、江戸時代前期からの墨書が見られます。 

　保存状態が良好で、土蔵の成り立ちや変遷を知るうえ

で建築史的に重要であるとともに、多数の墨書から、当時

の町方の経済活動を知るうえでも貴重な建物といえます。 

　普段は非公開ですが、１１月２１日から２３日に開催の「第

７回オータムフェスティバル ｉｎ 龍野」で外観を見学するこ

とができます。また、揖西町中垣内の市指定文化財「八

瀬家住宅」も今年は２２日、２３日に特別公開しますので、

あわせて古建築めぐりをお楽しみください。 

小林實家住宅の土蔵 

龍野1６２・９２５５　新宮1７５・４６４６ 
揖保川1７２・６５７７　御津1３２２・２２０８ 

ステップアップ講座上級コース 

オレンジリボンには
子ども虐待を防止す
るというメッセージが
込められています。 

そう 

しっくいかべ 

ぼくしょ 

へんせん 

きりづまづくり ほんかわらぶき 

ぬ こ 

こばやしみのるけ じゅうたく ど ぞう 
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